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	応用
	抗原情報
	背景
	ETS1は、細胞外マトリックスのリモデリングに関与する多くの遺伝子の発現を制御することが知られている転写因子です。ETS1は正常な胃上皮には存在しませんが、胃癌および口腔扁平上皮癌の約60%で発現しており、腫瘍の病期と有意な相関関係があります。
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	ETS1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト脳組織 (A) および乳がん (B) の免疫組織化学分析。

